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高野泰志
第2回　ラパロ編
この夏にヨーロッパに行くことを決めたとき，とりあえずラパ

ロにだけは行こうと決めていました。なぜこんなにラパロに行く
ことに執着していたのか，自分でもよく分からないのですが，私
にとって「ヘミングウェイゆかりの地」として一番最初に思いつ
く土地がこのラパロでした。おそらく初めて読んだヘミングウェ
イの短編が「雨の中の猫」で，初めて読んだ文学評論が今村会長
の『ヘミングウェイと猫と女たち』で，初めて書いたレポート（英
語の授業で書いた適当なやつは除く）が「雨の中の猫」について
だったりしたせいで，私の中にラパロという言葉がヘミングウェ
イと関連づけてインプットされてしまったのでしょう。
「雨の中の猫」は私にとって，もっとも好きなヘミングウェイ作
品の一つですが，作品のもとになるスケッチは1923年にラパロで
書かれました。当時ラパロに滞在していたエズラ・パウンドに呼
ばれ，妊娠1ヶ月の妻ハドレーを連れてやってきたのです。彼ら
が滞在していたのはホテル・スプレンディードですが，一度この
ホテルを見ておきたかったのです。
1. アクセス
今回の旅はほとんどなんの下準備もなしに，行き当たりばった

りで移動する旅だったのですが（そのせいで後々大変な目に遭い
ます），ラパロに関しては観光ガイドを見てもほとんど何も書かれ
ていません。おそらく日本ではラパロという地名はあまり知られ
ていないのではないでしょうか。
ラパロは地中海沿いのリゾート地で，ヨーロッパの人々にはよ

く知られた保養地のようです。イタリアの国鉄でジェノヴァから
30分くらいのところにあります。ジェノヴァからは海岸沿いを走
りますが，地中海の美しい景色をたっぷりと楽しめます。ただ，
イタリアの列車に乗るときには少し注意をしておいた方がいいと
思います。それは時間通りに発車することがほとんどないという
こと。何もなくても5分，10分遅れるのは当たり前，という感覚で
す。そうかと思って安心していると，時々時間ぴったりに出発す
ることがあったりして，全く信用できません。
2. ラパロに到着
ラパロ駅は，下の写真のように白黒にするとわかりにくいので

すが，オレンジとピンク色のかわいらしい建物です。

さらに次の写真は駅から見た町の風景ですが，こぢんまりとし
ていて話に聞くほど高級リゾートという感じはしませんでした。

町がひどく静かな雰囲気に感じられたのですが，それはちょう
どお昼時だったからで，どこも昼ご飯を食べる時間はお店を閉め
るようです。どうも日本人が珍しいらしく，子供なんかはあから

さまに不思議な生き物を見るような目つきで眺め回し
てきます。ホテルも何も決めていなかったのですが，町の人たち
はほとんど英語を話せないようで，やたらと親切にしてくれるの
ですが，全部イタリア語で何を言っているのかさっぱり分かりま
せん。物珍しさもあったのでしょうが，とにかく助けてくれよう
としているのだけはよく分かります。幸い駅員さんは英語を話せ
る人だったので，駅の人にホテルを探してもらいました。最初は
観光案内所ではないのでホテルの斡旋はやっていない，と言われ
たのですが，言葉も通じないで困っていると，何から何まで面倒
を見てくれました。タクシーでいざ，海岸沿いのホテルへ向かい
ます。
3. 海辺のリゾート
海の近くまで行くと，一気にリゾートらしい雰囲気になります。
海岸沿いにカフェやバーがずらりと並んでいます。ただ日本のよ
うに海水浴場という感じではなくて，むしろヨットなどのマリン
スポーツを楽しむのがメインのようです。そうでない人たちは海
辺のカフェでくつろいでいます。
とりあえず観光をする前に，潮風に当たりながらビールでも飲
もうとカフェに入りました。スプレンディードはそこの人に聞け
ば分かるだろうと思ったので，まずはゆったりと海の景色を眺め
ます。人はたくさんいるものの，日本の海ほどごみごみと混雑し
た感じではなく，場所は狭いのに（海岸は15分もあれば端から端
まで歩けます）落ち着いた雰囲気です。
ビールを飲んでまったりしたところでウェイトレスの人にスプ
レンディードの場所を聞いてみました。その人は英語が分からな
いようだったので，奥から別の人を連れて来てくれました。
「スプレンディードを探しているんだけど」
「スプレンディードって，あのホテル・スプレンディード？」
「そう，それ」
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「スプレンディードならラパロじゃなくってポルトフィーノ
だよ」

はい!?なんですって!?
カーロス・ベイカーの伝記を読む限りはホテル・スプレンディー

ドはラパロにあるように思えましたし，パウンドが滞在したのは
ラパロですよね。それで宿泊したホテルがスプレンディードなの
ですから，スプレンディードはラパロにあるはず。なんだか混乱
してきました。別にもう一軒スプレンディードというホテルがあ
るのか，あるいは当時の場所から引っ越したのか。

話を聞いてみても，別のスプレンディードがあるわけではなさ
そうです。とにかく場所を教えてもらいます。ポルトフィーノは
ラパロからバスが出ていて，およそ40分くらいで着くだろうとい
うこと。もしかするとこの辺一体がポルトフィーノまで含めてラ
パロと呼ばれていて，ここはラパロの中の小区分のラパロなので
しょうか（大阪府の中の大阪市みたいなもの？）
しかし，ホテルへ戻って観光客用のパンフレットをもらい，地

図を見てみましたが，やはりポルトフィーノとラパロは別物のよ
うで，むしろラパロを含めた一帯がポルトフィーノ山地区という
区分けがされています。ラパロが小さな湾の入り江だとすると，
ポルトフィーノは岬の突端の部分にあります。ちなみにラパロへ
ではなく，直接ポルトフィーノに行くにはジェノヴァからの電車
をラパロの一つ手前の駅，サンタ・マルゲリータで下車し，そこ
からバスで向かわなければなりません。つまりまるまる一駅分以
上乗り越してしまった状態だったのです。
4. いよいよスプレンディードへ
なんだかよく分かりませんが，気を取り直してもう一度ラパロ

の駅まで出向いて，そこからバスに乗ることにします。ここで乗
るべきバスを探すのにも一苦労だったのですが，全く言葉の通じ
ない現地の人たちにさんざんあちこち引っ張り回されたあげく，
やっとなんとかバスに腰を落ち着けることができました。
とりあえずここで強く強調したいこと。バスは海沿いの狭い道

を走るのですが（ちょっと怖い），バスからの景色は絶景です。
ジェノヴァからの電車の風景もきれいだったのですが，こっちは
桁違いにすごいです。写真は……景色に見とれていて撮ってませ
ん。すいません。
バスは現地の人たちでごった返していて，とてつもない喧噪で

す。こっちのバスは日本のほど親切ではありませんから，そもそ
もバス停に名前が付いていないようなのです。どこで降りていい
のやら，だんだん不安になってきます。周りで大騒ぎしている連

中に聞くのも何となくはばかられますし。途中で一度にぎやかな
場所で大勢の人たちが乗り降りしますが，たぶんここはサンタ・
マルゲリータだろうと勝手に決めつけてそのまま乗り続けます。

バスはそれからしばらくして，さびれた貧民街のよう
なところに止まり，人がみな降り始めます。もっと開けたところ
だと思っていたのでしばらくじっとしていると，それまで隣で大
騒ぎしていた目つきの悪い（失礼）少年がここで降りるのだと親
切に教えてくれます。イメージとはずいぶん違う場所に着きま
した。

さて，スプレンディードを探すのですが，ちょうどバス停の向
かい側に交番があったので，お巡りさんに聞いてみます。適当に
方角を聞いて，丘の上を目指して細い道を上っていきます。ちょ
うど小雨が降り始めてきて，「雨の中の猫」の舞台としていい雰囲
気が出てきました。
実際はスプレンディードはポルトフィーノの手前のバス停で降
りれば近いのですが，まあ，バス停に名前もありませんし，英語
も通じませんのでどこで降りていいのか分からないと思います。
終点まで行くのが無難でしょう。途中で通行人などに道を教えて
もらいながらしばらく歩くと，いよいよスプレンディードの入口
らしい門にたどり着きます。門番のおじいさんに，宿泊客ではな
いのだが中を見ていいかと尋ねると，愛想よく入れてくれました。
さて，門を入ってまたしばらく道を上らなければいけません。
おそらく歩いて上ることを想定していないのでしょう。結構な運
動になります。そもそもポルトフィーノ自体，電車も通らず，車
でしか移動できないという，陸の孤島のような場所ですが，その
辺の観光客が行くような場所ではないようです。
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いよいよスプレンディードにつきました。おそらくこの辺りで
一番高い位置にあるのでしょう。海と丘の下の町並みを睥睨する
威圧感たっぷりの建物です。なんか「雨の中の猫」でイメージし
てたのと違う……。
入口に近づいていくと，もう全然住む世界の違う超高級ホテル

です。その辺にいる宿泊客はあからさまにお金持ちのにおいをぷ
んぷんさせていて，黒いタキシード（？）の従業員は薄汚い格好の

私などまるで眼中にありません。完全無視。なんなんだ，
このセレブ感は？

「雨の中の猫」ってちょっとこぢんまりした清潔なホテルに，中
流のちょっと上くらいのアメリカ人が泊まっているって雰囲気

じゃありません？　少なくとも私はそう思っていました。単に私
のような貧乏人とは経済感覚が違うだけ？　それともパウンドや
ヘミングウェイが利用したせいで有名になって，こんなに立派な
ホテルになったんでしょうか。
とうていそのままの格好で中に入れる雰囲気ではありません。
社会階層って，目で見て分かるもんなんですね。その辺のラフな
格好をした宿泊客でも，やはり別の階層の人なのだとすぐに分か
ります。結局ホテルの中までは見ませんでした。というわけで，
期待していた皆さん，すいません。中庭も，そこにある噴水や銅
像も撮ってません。
『ヘミングウェイと猫と女たち』によれば，「雨の中の猫」の舞台
はスプレンディードですが，登場人物のホテルの主人はコルティ
ナ・ダンペッツォのホテルの主人だそうですが，実は背景となっ
た土地はポルトフィーノ（ラパロ）で，案外ホテル自体もコルティ
ナの方だったのではないでしょうか。というかそう思いたい。
5. 最後に
結局さんざん苦労して分かったことは，スプレンディードがラ
パロではなくポルトフィーノにあったということ。そんなのは行
く前に調べておけという感じですね。実際，ホテルのホームペー
ジにちゃんと載ってます。ちなみに1泊シングルでも10万円以上
します。
今回は「ヘミングウェイゆかりの地を訪ねて」というよりは不

注意な観光客のどたばた珍道中という感じでしたね。
次回はストレーザ編です。お楽しみに。
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¶ ³
ただいま資料室では，『ヘミングウェイ研究』第7号掲載予定の「書誌：日本におけるヘミングウェイ研究―――2005―――」を作成中
です。お書きになった論文等の現物，もしくは抜き刷りを下記までぜひ一部，御送付いただけましたらたいへん幸いです。
送付先：

〒890-0065鹿児島市郡元1-21-30

鹿児島大学共通教育棟2号館
千葉義也研究室内
日本ヘミングウェイ協会資料室　
TEL/FAX: 099-285-8875

e-mail: chiba@edu.kagoshima-u.ac.jp）
なお，杉本香織さんより，True at First Lightのオリジナル原稿（JFK Library所蔵）をデジタル化した貴重な資料が届けられてお
ります。会員の皆様のお役に立てればと願っております。杉本さん，本当にどうもありがとうございました。厚く御礼を申し上げ
ます。µ ´

ヘミングウェイ研究書誌
（2005年10月25日現在資料室受理）

▼今村楯夫「船の記憶―――ヘミングウェイ・ノート」『PAPAS』
2005 Tour Vol.33（株式会社ビービー，2005年2月） pp. 2–39，
50–53.

▼ 「ヘミングウェイと闘牛: 生涯貫いた死への畏怖―――短
編小説『ドナルド・オグデン……』によせて」『朝日新聞』（2004

年12月3日）20面.

▼ 「ヘミングウェイの小説『発見』の背後に」『新潮』第101

巻第12号（新潮社，2004年12月） pp. 216–17.

▼小笠原亜衣「セザンヌ・ロレンス・ヘミングウェイ―――知覚と
空間」『英米文学研究』第39号（日本女子大学英語英文学会，2004

年3月） pp. 35–51.

▼島村法夫『ヘミングウェイ　人と文学』（勉誠出版，2005年11

月） 237 pp.

▼杉本香織「浮遊する『ヘミングウェイ』：True at First Lightにお
ける記憶の操作と事故の再構築」『早稲田大学大学院教育学研究科
紀要』別冊12号-2（早稲田大学，2005年3月） pp. 147–56.

▼武藤脩二「南北戦争と第一次大戦のレトリック―――エマソンの
『志願兵』をめぐって」『文学部紀要』第96号（中央大学，2005年
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